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第20回日本うつ病学会総会／第39回日本ストレス学会・学術総会

共催シンポジウム❷

うつ病における
パーソナルリカバリーを実現するための
当事者を中心とした
個別化医療の実現に向けて

Measurement based care : The Why and How to do it

Mark Zimmerman M.D.
（Professor of Psychiatry and Human Behavior Brown University US）

演者❶

うつ病診療におけるリカバリーと
Shared Decision Makingをあらためて考える

坪井 貴嗣 先生
（杏林大学医学部 精神神経科学教室 准教授）

演者❷

精神病理学と生物学の融合によりうつ病を再構築する：
未来の個別化医療の実現に向けて

加藤 隆弘 先生
（九州大学大学院医学研究院 精神病態医学分野 准教授）

演者❸

座 長 渡邊 衡一郎 先生

総合討論

（杏林大学医学部 精神神経科学教室 教授）

2023年7月21日（金）
15:30～17:30 20JSMD第2会場

（仙台国際センター展示棟 展示室1－B）

開催日
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